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法学部教授張競
　1999年国際交流基金長期招請事業により来日された陸留弟教授の本学における連続
講義についてご報告いたします。
　陸留弟教授は1954年10月に中国・上海市の生まれ。華東師範大学を卒業したのち、
大阪外国語大学大学院で修士号を取得された。1977年から華東師範大学の助手になり、
講師、助教授を経て、1997年に同大学教授に就任して現在に至っている。1989年
から同大学日本語科主任、副学部長や外国語学院副院長を歴任した。また、中国日本語教
育研究会理事、上海市翻訳系列審査委員会委員、上海市通用外国語等級水平試験委員会委
員などを務め、社会活動も精力的に行っている。
　陸教授の専門は日本語教育および日本文化論で、とくに茶道について長いあいだ研究を
重ねてきた。これまで「日本茶道の沿革」、「中国の茶文化と日本の茶道」など多数の論文
を発表し、また『茶の湯の歴史』という翻訳本も刊行された。
　華東師範大学は明治大学の協定校。しかし同大学から学者を招請したのは今回初めてで
ある。十ヵAにわたる滞在期間のあいだに、陸教授は『異文化コミュニケーションへのア
プローチー一中国のことばと文化』というタイトルで、5Aから10Hまであわせて15
回の講義をした。
　1999年5E6日からはじまった講義は毎週の木曜日14：10から15：40まで
駿河台校舎12号館5階の2052教室で行われた。前期は7月8日まで計10回、後期
は9月30日から10月28日まで計5回である。
　長期連続講義は外国の大学教員によって母国語で行われ、参加者の語学力の向上とあわ
せて、国際的視野の拡大をねらいとしている。これまで欧米から多くの学者を招き、使用
言語もおもに英仏語であった。このプログラムをより有効に活用するために、今回は初め
てアジア地域から講師を招聰した。国際交流センターのご協力をえて、講義方法について
も新しい工夫がなされた。講義中にわかやすい中国語を使い、ときどき日本語をまじえな
がら説明を入れていた。講義内容もそれにあわせて二つの部分に分かれる。毎回の講義で
は、前半は異文化理解の問題を取り上げ、後半は実用中国会話を教える。語学教育も兼ね
て、ことばと文化という二っの角度から日中文化の比較、および異文化理解についてお話
をされた。初めての試みであるにもかかわらず、学内外の聴講生から好評をえられ、この
連続講義の受講をきっかけに、中国に留学、または勤務することになった受講生も現れた
と聞く。まことによろこばしいことである。
　異文化理解について講義で取り上げられたテーマは次の通りである。
　5月6日（木）　第一講　言葉と異文化理解（1）日本文化交流における誤解にっいて
　5月13日（木）第二講　言葉と異文化理解（2）仲介者の役割、位置とジレンマ
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5月20日（木）第三講
5月27日（木）第四講
6月3日（木）　第五講
6月10日　（木）第六講
6月17日（木）第七講
6月24日（木）第八講
7月1日（木）　第九講
7A8日　（木）　第十講
9A30日
10月7日
10月14日
10月21日
10月28日
　15回にわたる講義のなかで、
翻訳および日中文化の違いなどについて、
道研究や日中の茶道の相違点などについては、
これらの連続講演のうち第13回目の講演は「伝統文化はいかに言語の壁を乗り越えるか
一中日茶文化の異同について」と題して、すでに『明治大学国際交流基金事業招請外国人
研究者講演録（1999年度）』に公刊された。
　学術研究や日本語教育の必要上、陸教授はこれまで長、短期を含め数回来日し、日本の
学者とのあいだに盛んな交流を行ってきた。また、客員研究員として大阪にある国立民族
博物館で一年間の研究活動をしたこともある。日本に友人や知人が多く、今回も友だちと
の再会を楽しんでいた。また、休日には音楽会に行ったり、関西方面に旅行したりして、
日本での生活を満喫されていたようだ。
　最後にこのような機会を与えていただいた明治大学および同国際交流センターに感謝を
申し上げたい。荒井祓彦国際交流センター所長をはじめ、舟見登事務長、三橋利江さん、
高賢さんにはたいへんお世話になりました。また、来日前および来日当初、小亀雄次さん
にもいろいろと骨折っていただいた。あわせて御礼申し上げます。
　　　　　　異文化へのまなざしと教育（1）日本語教育と日本文化理解
　　　　　　異文化へのまなざしと教育（2）中国における日本語教育の現状
　　 　　　何のための日本文化理解か
　　　　　　メディアと異文化理解（1）中国における日本の映画とテレビドラマ
　　　　　　メディアと異文化理解（2）日本の流行音楽と若者文化
　　　　　　メディアと異文化理解（3）中国における日本の新聞・雑誌
　　 　　　ファッション・化粧・消費感覚一日本大衆文化はいかに伝えられたか
　　　 　　文化発信と受信のずれ（1）中国における日本文化翻訳をめぐって
（木）第十一講　文化発信と受信のずれ（2）中国における文学翻訳をめぐって
（木）第十二講　伝統文化はいかに言葉の壁を乗り越えるのか（1）中国における茶道
　　　　　　　　の研究と紹介をめぐって
　（木）第十三講　伝統文化はいかに言葉の壁を乗り越えるのか（2）中国の茶文化と
　　　　　　　　　日本茶道の比較をてがかりに
　（木）第十四講　　「マイホーム」のイメージー一日本文化における夢と現実の違い
　（木）第十五講　日本人と中国人の考え方の違いについて一一日本人の精神構造分析
　　　　　　　　の試み
　　　　　　　　　中国における日本文化の研究、日本語教育、日本文学の
　　　　　　　　　　　　　さまざまな角度から紹介が行われた。とくに茶
　　　　　　　　　　　　　　　これまでの研究成果をも披露された。なお、
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